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１．概要 

 

 本説明書は、DSH-PLCSim PLCシミュレータに関する操作について詳しく説明します。 

 

 本シミュレータがサポートするPLC は、三菱電機(株)製 MELSEC シリーズのPLC であり、バス・インタフェース関

数が使用できるものを対象としています。 

 

［関連文書］ 

 

DSH-PLCSim関連文書一覧表 

# 文書番号 文書名 注釈 

1 

 

DSHPLCSIM-08-30304-00 DSH-PLCSim ﾕｰｻﾞｰｽﾞ･ｶﾞｲﾄﾞ 機能と操作概要説明書 

2 

 

DSHPLCSIM-08-30305-00 DSH-PLCSim 操作ﾏﾆｭｱﾙ 

 

この文書です。 

3 

 

DSHPLCSIM-08-30320-00 DSH-PLCSim ｲﾝﾀﾌｪｰｽ関数説明書 装置ｺﾝﾄﾛｰﾗ側が使用できる 

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ関数 

4 

 

DSHPLCSIM-08-30390-00 DSH-PLCSim PLC 制御デモ・プログラムに

ついて（VB6.0言語版） 

VB6 のﾃﾞﾓﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの説明書で

す。 

5 

 

DSHPLCSIM-08-30391-00 DSH-PLCSim PLC 制御デモ・プログラムに

ついて（VC++6.0言語版） 

Visual C++のﾃﾞﾓﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの説

明書です。 

 

［必要なソフトウェア］ 

 

ソフトウェア  

ＯＳ Windows-2000、Windows-XP またはWindows-Vista 

 

DSHPLCSIM関連 

 

 

dshplcsim.exe - シミュレータ本体プログラムファイル 

dshplc.dll   - PLC通信プログラムライブラリファイル 
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１．１ DSH-PLCSimの目的 
 

 DSH-PLCSimの目的は、半導体製造工場内に設置される半導体製造装置の制御プログラムの開発をトータルシステム

として総合的にシミュレーションできるようにするためのソフトウェアツールとして、きめ細かにその役割を果たす

ことです。 

 

 弊社は、半導体製造装置コントローラ（以下、EQCON と呼びます）のソフトウェア開発システムとして以下のソフ

トウェアツールならびにコンポーネントとしてのライブラリを提供しています。 

 

または 

DSHSIM-V3.0 

HSMS ｼﾐｭﾚｰﾀ 

(HOST代わり) 

DSH-PLCSim 

PLC ｼﾐｭﾚｰﾀ 

I/O Device 

Carrier Reader 

Slotmap Reader 

       

HSMS-SSDSHDR2 

HSMS 

Driver 

(DLL) 

DSHPlc,dll

PLC通信

DshGemLib 

(DLL) 

(GEM,GEM300) 

装置コントローラ 

制御プログラム 

EQCON 

（ユーザー開発） 

ホスト 

装置通信

Test Bench

DshGemLib 

(GEM,GEM300) 

DSHDR2

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このようなシステムの中で、EQCONに接続されるPLC(Programmable Logic Controller)、キャリアIDリーダー、ス

ロットマップリーダーの代わりを果たすシミュレータとしての機能を提供します。 

 

 すなわち、DSH-PLCSimは、PLC、キャリアIDリーダー、スロットマップリーダーの役割と機能を論理的に受け持ち、

EQCON のプログラムテストを基本的なテストから総合的なシーケンスのテストまでのプログラム処理を、バグが無く

なるまで繰り返して簡単に実行できるようにするための環境を提供します。 
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１．２ 構成 
 

 DSH-PLCSimにおけるシステム構成は大体以下のようになります。 

 

 ［DSH-PLCSimの構成］ 

TCP/IP

PC DSH-PLCSim シミュレータ 

Windows 

 

 

 

 

                      

装置制御ｺﾝﾄﾛｰﾗ 

EQCON（ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ対象） 

Windows 

I/O 

情報

DshPlc.dll

ﾗｲﾌﾞﾗﾘ 

I/O 

情報 

DshPlc.dll

ﾗｲﾌﾞﾗﾘ 

PLC I/O機能 

 
ｷｬﾘｱ ID 

ﾘｰﾀﾞ機能 
 

 

ｽﾛｯﾄﾏｯﾌﾟ 

ﾘｰﾀﾞ機能 

 

 

 

画面操作 

GUI 

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 

 

 

 

 

 シーケンスプログラム実行画面を含めた画面は次のようになります。 

 

入力ﾃﾞﾊﾞｲｽ制御画面 出力ﾃﾞﾊﾞｲｽ制御画面 

ｷｬﾘｱ ID,ｽﾛｯﾄﾏｯﾌﾟ画面

ｼｰｹﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ画面 

ﾛｸﾞ画面 
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１．３ 機能概要 
 

 PLCシミュレータ機能として、以下の機能があります。 

 

（１）I/Oデバイス定義機能 

 

入出力接点デバイス番号の定義をI/Oマップ画面の操作でおこないます。 

各デバイスには、名前とアドレスが与えられます。アドレスは入力、出力それぞれ 0～17FF(16 進)まで

の空間まで定義できます。 

入力デバイスの名前には”X_”を、出力デバイスの名前には”Y_” を付けます。 
 

また、定義されたI/Oデバイス名とそれに与えられたデバイス番号が対応付けられたC, VB6用ソースファ

イルが生成されます。EQCONのプログラムをヘダーファイルとして使用することができます。 

                  入力デバイス定義画面例 

 

 

 

 

 

 

 

 

C用header file 

VB6用.bas file 

 
EQCON 

 制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで 

  使用可 

 

 

 

 

（２）入出力制御機能 

 

（１）で定義したI/OデバイスのI/Oマップ制御画面上での操作であり、デバイスのOn/Offの設定とその

情報をシミュレータに接続されている装置コントローラへ送信します。EQCON からはデバイス読込み関数

を使ってデバイスのOn/Off状態を読み出すことができます。これらの操作はマウス操作で簡単にできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらのデバイスは、（４）で述べる簡易シーケンスプログラムによってシナリオに基づく制御も可能です。 
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（３）キャリアＩＤリーダー，スロットマップリーダーと処理データ入力機能 

画面上にキャリアＩＤ、スロットマップ、プロセスデータの３種類の情報を設定できます。これらの情報

は、EQCONから読み込むことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）簡易シーケンスプログラム画面による自動シーケンスの実行機能 

簡単なコマンドを使って、表の中にデバイスのOn/Off条件と設定を並べたり、ステップのジャンプ、時間

遅延などの制御を行ないながら、制御シーケンスを作り、それを実行させることができます。 

実行すると、自動的に表上に組まれたプログラムを実行してくれます。これで一通りの搬入、処理、搬出

までのシナリオ制御を自動的に行なうことが可能です。 
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１．４ 操作の流れ 
 

 操作は、以下の順に進めます。 

 

（１）I/Oデバイス定義ファイルを作成する。 

 

入力情報、ﾌｧｲﾙ 操作 出力されるﾌｧｲﾙ 

(1) I/O ﾃﾞﾊﾞｲｽ割付仕様書 I/O デバイス番号割付仕様書に従って I/O デ

バイス定義操作画面上で定義し、定義ファイル

を作成します。 

（画面で修正もできます） 

  ==> 3章で説明しています。 

 

(1) I/O ﾃﾞﾊﾞｲｽ定義ﾌｧｲﾙ 

   .pls ﾌｧｲﾙ 

(2) C/C++, VB6用 

  ﾃﾞﾊﾞｲｽ名定義ﾏｸﾛ 

       .h, .bas 

    装置ｺﾝﾄﾛｰﾗﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで 

  使用可能 

 

（２）シーケンス制御プログラムを作成する。 

 

入力情報、ﾌｧｲﾙ 操作 出力されるﾌｧｲﾙ 

(1) I/O ﾃﾞﾊﾞｲｽ定義ﾌｧｲﾙ 

  .pls 

 

(2) 装置ｺﾝﾄﾛｰﾗがPLCに対し 

  て行なう制御ｼｰｹﾝｽ（ｼﾅﾘ 

  ｵ）仕様書 

対装置コントローラプログラムのシナリオに

基づき入出力制御 PLC 側のシーケンスプログ

ラムを作成します。 

 

  ==> 5章で説明しています。 

 

(1) ｼｰｹﾝｽ制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｧｲﾙ

    .prg ﾌｧｲﾙ 

 

（３）デバイス制御をマニュアル操作で行なう。 

 

入力情報、ﾌｧｲﾙ 操作 出力されるﾌｧｲﾙ 

(1) I/O ﾃﾞﾊﾞｲｽ定義ﾌｧｲﾙ 

  .pls 

 

(2) 装置ｺﾝﾄﾛｰﾗがPLCに対し 

  て行なう制御ｼｰｹﾝｽ（ｼﾅﾘ 

  ｵ）仕様書 

 

対装置コントローラプログラムのシナリオに

基づきPLC側のデバイスのOn/Off制御を画面

上でマニュアル操作で行ないます。 

装置コントローラからの出力デバイスの変化

を見ながら操作する。 

   ==> ４章で説明しています。 

(1) ﾃﾞﾊﾞｲｽの制御ﾛｸﾞﾌｧｲﾙ 

   dshplc.log 

 

（４）デバイス制御をシーケンスプログラムを使って自動で行なう。 

 

入力情報、ﾌｧｲﾙ 操作 出力されるﾌｧｲﾙ 

(1) I/O ﾃﾞﾊﾞｲｽ定義ﾌｧｲﾙ 

  .pls 

 

(2) ｼｰｹﾝｽ制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｧｲﾙ 

    .prg 

 

対装置コントローラプログラムのシナリオに

基づきPLC側のデバイスのOn/Off制御をシー

ケンスプログラムを使って自動的に行なう。 

 

  ==> 6章で説明しています。 

 

(1) ﾃﾞﾊﾞｲｽの制御ﾛｸﾞﾌｧｲﾙ 

   dshplc.log 
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２．PLCシミュレータの起動 とメイン画面 

 

 dshplcsim.exe プログラムファイルを実行します。 

 

 インストール時、通常、dshplcsim.exe は、c:\Program Files\DSHPLCSIM のフォルダーにインストールされます。 

 そのフォルダーを開き、dshplcsim.exe ファイルをダブルクリックすることによって起動することができます。 

 

 起動すると次のメイン画面が表示されます。 

 

ﾂｰﾙﾊﾞｰ

ﾛｸﾞ表示画面

ﾒﾆｭｰﾊﾞｰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 PLCシミュレータの主な操作は、ツールバー上にある２つのボタンのクリックから始まります。 

 

  

 

（１）I/O定義ﾌｧｲﾙ編集 ボタン 

PLCのI/Oデバイス定義画面が表示されます。入力、出力それぞれ別の画面で、アドレス（デバイス番号）

マップ上でデバイス名を定義します。 

定義操作の結果として、I/Oデバイス定義ファイルと、EQCONで使用することができるプログラムファイル

が作成されます。 

I/Oデバイス定義画面は、ﾌｧｲﾙ(F)メニューのファイルを開くなどのタブのクリックによっても開始するこ

とができます。 

 

（２）I/O操作開始 ボタン 

（１）の I/O 定義ﾌｧｲﾙ編集の画面で作成した I/O デバイス定義ファイル上に定義された I/O デバイスの

On/Off制御のための操作画面が表示されます。 

このI/O操作画面では、キャリアID、スロットマップ、プロセスデータ設定画面も表示されます。 

また、シーケンスプログラム画面による自動制御も実行できます。 
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３．I/Oデバイス定義と定義ファイル作成／編集操作 

 

 I/O デバイス定義は、入力(X)、出力(Y)それぞれのアドレスに割り付けられたデバイス名を入力、決定することで

す。 

 定義された情報は、I/O デバイス定義ファイルに保存されます。そして、４．で説明するI/O 制御の操作の対象デ

バイスになります。 

 

３．１ I/Oデバイス定義の開始操作 
 

 ファイルメニューから開始する方法と、ツールバー上のI/O定義ﾌｧｲﾙ編集 ボタンから開始する方法があります。 

 

（１）ﾌｧｲﾙ(F)メニューから開始する方法 

次に示す３つのメニュータブのクリックで開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規に定義し作成します。 

以前開いたﾌｧｲﾙを開きなおし編集します。 

ﾌｧｲﾙを開いて編集します。 

新規作成の場合は、定義が全く行われていない空の定義画面が表示されます。 

 

開きなおす場合は、もし以前開いたファイルがあれば、その一覧表の画面がポップアップされますので、

その中から選択します。選択されたファイルの内容を読み出し、定義画面に内容を表示します。この場合、

既存のファイルの編集になります。 

 

開く場合は、ファイルを開くためのダイアログ画面が表示されますので、そこで開きたいI/Oデバイス 

定義ファイルを指定します。指定されたファイルの内容を読み出し、定義画面に内容を表示します。この

場合も既存のファイルの編集になります。 

 

（２）ツールバーのI/O定義ﾌｧｲﾙ編集 ボタンのクリックで開始する方法 

ボタンがクリックされると、画面のI/O定義ﾌｧｲﾙ名の表示部にファイル名が表示されているかどうかによ

って次のようになります。 

 

①ファイル表示部がブランクである場合は新規の定義ファイルの作成になります。 

②ファイル表示部に定義ファイル名が表示されている場合は、ここに表示されているファイル名の定義 

 ファイルが開かれることになります。 

参照ボタンを使って、ファイルを開くダイアログ画面で、ファイルを選択し、それをファイル表示部に表

示さることもできます。 

 

 次ページに、新規画面と開きなおしによる場合のI/Oデバイス定義画面の表示内容を示します。 
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 ［新規で作成する場合の定義画面］ 

 

 

出力側 : 未定義なので全ｾﾙが空白になります。 

入力側 : 未定義なので全ｾﾙが空白になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ［開く、開きなおしでファイルを読み出した場合の定義画面］ 

 

   

出力側 : 定義済みのｱﾄﾞﾚｽにはｾﾙに出力ﾃﾞﾊﾞｲｽ名が表示されます。

入力側 : 定義済みのｱﾄﾞﾚｽにはｾﾙに入力ﾃﾞﾊﾞｲｽ名が表示されます。
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３．２ 入出力デバイスのアドレス空間と画面 
 

 入出力デバイスの定義の内容は、デバイスのアドレス（番号）と名前、デフォルトOn/Off値ならびにそのタイトル

名です。アドレス1個に１ビットのデバイスが割当てられます。 

 

 デバイスの名前の頭に、入力デバイスに対しては ”X_” を、出力には “Y_” を付けることにします。 

 

 デバイスのアドレスは、４桁の１６進数で表現し、個々のデバイスについて、入力はX-アドレス、出力はY-アドレ

スの空間に割当てられます。 

 

 入力の空間は、 X-0000 から 最大X-73FFまで、また、出力の空間は、Y-0000から最大Y-73FFまであります。 

 

 アドレス空間の画面での表現は、横軸に0～Fまでの16アドレス（ビット）そして、縦軸に16単位のアドレスとす

る平面のグリッドになります。例えば、入力については下表のようになります。 

 

X-addr  0  1  2  3               F 

0000      

0010  X_Valve_10    

0020      

0030      

0040      

0050      

0060      

      

73E0      

73F0      

 

 上の表の X_Valve_10のアドレスは、16進で X-0011 番地になります。（番地はデバイス番号と同じ意味です。） 

 

 実際の定義操作では、仕様で定められた各デバイス名をデバイス番号に相当するアドレスに設定していくことにな

ります。 

 

 デバイス番号に名前を付けることによって、EQCON の PLC 制御プログラムは、この定義操作の結果として生成され

るプログラム用ファイルをそのまま使い、デバイス番号をここで決めた名前で参照することができます。 

  

 例えば、X_Valve_10 の入力デバイスの状態を読み出す場合、次のようにプログラミングすることができます。 

 

  C/C++ 言語     

  result = QBF_X_In_BitEx( &path, sFlg, X_Valve_10, &data ); 

 

    VB6言語     

  result = QBF_X_In_BitEx( path, sFlg, X_Valve_10, data ) 
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３．３ I/Oデバイス定義の操作 
 

 ３．２の例で、X-0011番地をX_Valve_10の名前として定義するための操作を順に説明します。 

 

（１） まず、画面上の0011番地に当る画面上のセルをマウスでダブルクリックします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

次のようにデバイス定義の入力画面がポップアップされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下、この画面で入力、選択を行ないます。 

（２）名前を”X_Valve10” とキー入力します。 
（頭の X_ は、最初から表示されています。） 

（３）初期状態、On/Offかを選択します。 

（４）コメント欄には、デバイスの意味合いなどのコメントを入力します。（空白でも構いません。） 

例えば、”Chamber Gus-A Valve-10”のように入力します。 
（５）入力が終った後、OKボタンのクリックで内部に取り込まれ、この入力画面が閉じます。 

 

（６）一旦入力画面が終了した後、再び、0011 番地のセルをダブルクリックすると、（１）で入力した内容が表

 示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以下、順に定義された入力デバイスを設定していきます。 

 

 出力デバイスについても同様に行ないます。 
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３．４ 定義情報のファイル保存操作と定義操作終了 
 

３．４．１ 保存操作 
 

 定義したI/Oデバイス定義情報は、ﾌｧｲﾙ(F)メニューの次の２つのタブのクリックで保存できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開いているﾌｧｲﾙに上書きします。 

新しい名前を付けて保存します。 

 

 

 

 上書き保存では、I/O定義ﾌｧｲﾙ名表示部に表示されている名前のファイルに上書きされます。 

 また、名前を付けて保存の場合、保存した後、I/O定義ﾌｧｲﾙ名表示部に保存したファイル名が表示されます。 

 

（１）I/Oデバイス定義情報は、拡張子 “.pls” のテキスト形式ファイルとして保存されます。 
３．３で定義した X_Valve10の入力デバイスをtest.pls に保存した場合、ファイル内では次のように保

存されます。 

［ test.plsファイル ］ 

 

 

 

 

 

 

 

//----- Input Device Bit Definition 

 

def_in_bit  X_Valve10{ 

            addr:    0x11 

            nominal: 0 

            caption: "Chamber Gus-A Valve-10" 

}

（２）保存時に、EQCON制御プログラム用ファイルが生成されます。 

[ test.h ファイル ] 

 

 

 

 

 

/*------------------------------------------------------*/ 

/*  C:\DshGemLib\PlcSim\test.h - PlcSim Addr Definition */ 

/*------------------------------------------------------*/ 

#define  X_Valve10                     0x0011           // 17 Chamber Gus-A Valve-10 

[ test.bas ファイル ] 

 

 

 

 

 

 

Attribute VB_Name = "test.bas" 

'------------------------------------------------------- 

' test.bas - PlcSim Addr definition          

'------------------------------------------------------- 

Public Const X_Valve10 =               17               ' 0x00000011 Chamber Gus-A Valve-10

３．４．２ I/Oデバイス定義操作の終了 
 

 メイン画面のツールバー上のI/O ﾌｧｲﾙ編集終了ボタンのクリックで定義画面が終了します。 
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４．I/Oデバイス制御操作 

 

 ３章で作成したI/Oデバイス定義ファイルに定義された入出力デバイスのON/OFF制御を画面上で行なうことができ

ます。 

 また、入出力デバイスの制御の他に、キャリアIDリーダー、スロットマップリーダーならびにプロセスデータの設

定操作も制御の1部として実行することができます。これらについては７章で説明します。 

 

４．１ I/Oデバイス制御の開始手順と操作画面 
 

 まず、メイン画面上の参照ボタンを使って、操作したいI/Oデバイス情報が登録されているI/O定義ファイル名を

選択します。そして、その後、ツールバーのI/O操作開始ボタンをクリックして、制御画面を表示します。 

 

 以下、既存のI/O定義ファイルsample.pls についての操作を順に説明します。 

 

（１）I/O定義ファイルの選択 

   参照ボタンをクリックし、ファイルを開くダイアログ画面を開いてI/O定義ﾌｧｲﾙを選択します。 

選択されたファイル名が表示部に表示されます。 

 

 

 

（２）開始 

   次にI/O操作開始ボタンをクリックします。 

I/O画面が表示されます。（キャリアIDリーダーの画面も出てきますが、７章で説明します。） 

この画面で、入力、出力デバイスをコンボボックスまたはデバイスアドレスマップ上の位置のクリックで

選択しながらON/OFFの制御操作を行なうことになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在選択されているﾃﾞﾊﾞｲｽ名とOn/Off状態が表示されます。

 (ﾏｯﾌﾟ画面上で選択されたﾃﾞﾊﾞｲｽ名です。） 

 ﾏｯﾌﾟ画面 

出力ﾃﾞﾊﾞｲｽの状態 

  -  : Off状態 

  ○ : On状態 

  X  : （未接続状態） 

 ﾏｯﾌﾟ画面  

入力ﾃﾞﾊﾞｲｽの状態 

  -  : Off状態 

  ○ : On状態 

出力ﾃﾞﾊﾞｲｽﾏｯﾌﾟ 入力ﾃﾞﾊﾞｲｽﾏｯﾌﾟ 
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（３）操作ボタン 

入力、出力デバイス別々に操作ボタンがあります。ボタンは両方とも同じ名前で、同じ機能になります。 

 

 

EQCONとの同期を取ります。

定義されている全ﾃﾞﾊﾞｲｽをOnまたはOffにします。

ﾏｯﾌﾟ画面で選択されたﾃﾞﾊﾞｲｽ

をOnまたはOffにします。 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ名選択用ｺﾝﾎﾞﾎﾞｯｸｽで選択

します。 

（ﾏｯﾌﾟ画面のｾﾙを選択します。）
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４．２ デバイスのOn/Off操作手順 
 

 デバイス単位のOn/Off操作手順について説明しますが、操作されたデバイスと状態情報は、EQCONと接続中であれ

ば、その入力デバイス情報についてはEQCONにも送信されます。 

 

（１）デバイス名の選択 

二通りの方法があります。 

①１つ目の方法は、デバイス名コンボボックス上のデバイス名をマウスで選択します。例えば、 

 X_Port1RdyLoad 、デバイス番号 = 0x0011 を選択すると次のようになります。 

 

ｸﾘｯｸ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②２つ目の方法は、デバイスマップのデバイスセルを直接クリックします。 

 選択したいデバイスのデバイス番号（番地）が予め分かっている場合に行ないます。この場合、ヒント 

 表示(ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟされる)でデバイス名が表示されます。 

 （上の右側の X-addr の 0011の位置をクリックします。） 

 

③選択されたデバイス名は、I/Oマップ画面の下のステータスバー上に表示されます。 

 

ｽﾃｰﾀｽﾊﾞｰ

 

 

 

 

（２）On/Off操作 

（１）でデバイス名を選択した後、画面左側の ON または OFF ボタンをクリックします。 

クリックされたボタンによって、画面の選択された位置の表示も変化します。 

ON  ： ○ が表示されます。 

OFF ： -   が表示されます。 

 

（３）全デバイスのOn/Off 

全デバイスをONまたはOFFにしたい場合は、AllOn またはAllOff ボタンをクリックします。 

定義されている全デバイスについて状態がOnまたはOffにセットされます。 

このときも入力デバイスの情報はEQCONと接続中であれば、EQCONに送信されます。 
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５．シーケンスプログラムによる自動制御のための操作 

 

 ４章では、個々のデバイスの状態を制御する操作について説明しましたが、ここでは、画面上でシーケンスプログ

ラムを作成し、自動的にEQCONとのデバイスのやりとりをしながら装置の制御を自動でシミュレーションするための

操作について説明します。 

 プログラミングに使用するコマンドは簡易型で、ほとんどの操作はマウスとキー操作で行なうことができます。 

 

 保存されるシーケンスプログラムファイル名の拡張子は、”.prg”です、 

 

 本機能は、I/Oデバイス制御画面とともに実現されます。 

 

５．１ 開始とシーケンスプログラム画面 
 

 まず、５章のI/Oデバイス操作画面を開いた後にSEQ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑボタンをクリックすると始まります。 

 

５．１．１ 開始操作 
 

（１）SEQ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑボタンのクリックしてプログラム画面を開いて始めます。 

 

 

（２）画面は、次のようになります。 

 

  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ画面 

この画面上にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞします。
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５．１．２ プログラムの新規作成／開く／開きなおす 
 

 プログラムの編集あるいは実行操作は、ファイル関連ボタンブロックの新規作成、開く、開きなおすボタンのクリ

ックから始めます。 

 

 

 プログラムファイル名が確定している場合、プログラム画面のタイトルバーに開かれているファイル名が表示され

ます。 

 

（１）新規作成 

新規作成ボタンをクリックすると、そのとき表示されているプログラムの内容は全てクリアされ、入力設

定位置がｽﾃｯﾌﾟ-1 の１列目になります。 

このあと、５．１．３に説明されている操作方法に沿ってプログラムの入力を行います。 

そして、必要なタイミングで、別名で保存ボタンを使って画面上のプログラムをファイルに保存します。 

 

（２）開く 

開くボタンをクリックすると、ファイルを開くダイアログ画面がポップアップされ、”.prg”のファイル名
が表示されます。 

その中の１つのファイル名を選択して、開くボタンをクリックすると、選択されたファイルに保存されて

いるプログラムがロードされプログラム設定グリッド上に表示されます。 

この後、プログラムを編集または実行することができます。 

 

（３）開きなおす 

開きなおすボタンをクリックすると、それまで開いたことがあるプログラムファイルのリストがポップア

ップされた画面に表示されます。 

リスト上に表示されているファイルの１つを選択し、ＯＫボタンをクリックすると、（２）の開くボタン

の場合と同様に選択されたファイルに保存されていたプログラムがプログラム画面に表示されます。 

この後、プログラムの編集または実行をすることができます。 

 

 具体的な操作については、6章のサンプルプログラムについての説明を参照してください。 
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５．１．３ 画面と操作ボタンの説明と操作 
 

 プログラム画面は次の通りです。 

  

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ設定ｸﾞﾘｯﾄﾞ部 

（１）プログラム設定グリッド部 

画面の表には、６列のフィールドがありますが、各フィールドの用途は次の通りです。 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ 見出し 意 味 

1 ｽﾃｯﾌﾟ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実行ｼｰｹﾝｽのｽﾃｯﾌﾟです。実行は、正順に進みます。 

ｽﾃｯﾌﾟ番号は$GOTO, $IFGO のｼﾞｬﾝﾌﾟ先にもなります。 

2 制御対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ名 On/Offしたいﾃﾞﾊﾞｲｽ名または制御ｺﾏﾝﾄﾞを設定します。 

入力(出力)ﾃﾞﾊﾞｲｽ名選択ｺﾝﾎﾞﾎﾞｯｸｽと入力設定(出力設定)ﾎﾞﾀﾝを使って設定

します。 

制御ｺﾏﾝﾄﾞの場合、左側のｺﾏﾝﾄﾞﾎﾞﾀﾝのｸﾘｯｸで設定されます。 

3 On/Off 制御対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのOn/Offまたは制御ｺﾏﾝﾄﾞのﾊﾟﾗﾒｰﾀを設定します。 

ﾃﾞﾊﾞｲｽのOn/OffはこのｾﾙをﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸすることでOn/Offを反転することが

できます。 

$DELAY ｺﾏﾝﾄﾞでは時間値になります。 

＄GOTO, ＄IFGO ｺﾏﾝﾄﾞの場合はｼﾞｬﾝﾌﾟ先ｽﾃｯﾌﾟ番号になります。 

4 条件になるﾃﾞﾊﾞｲｽ名 制御対象ﾃﾞﾊﾞｲｽをOn/Offにする際に他のﾃﾞﾊﾞｲｽのOn/Off条件になるﾃﾞﾊﾞｲｽ

名を指定することができます。 

制御ｺﾏﾝﾄﾞの場合にはﾊﾟﾗﾒｰﾀに使用されます。 

また、$WAIT ｺﾏﾝﾄﾞの場合は待ち対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ名設定に使用されます。 

5 On/Off 条件になるﾃﾞﾊﾞｲｽのOn/Off条件を設定します。 

On/Off条件の場合は、ﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸで反転させることができます。 

6 ｺﾒﾝﾄ 注釈の欄です。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行上の意味はありません。 
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（２）入出力デバイス名選択コンボボックス 

３．１で説明したI/Oデバイス定義ファイルに登録された入出力デバイス名が入力、出力それぞれにコン

ボボックスのリストに表示されます。 

コンボボックスをプルダウンし、コマンドとして設定したいデバイス名を選択します。そして、入力設定

または出力設定ボタンを使って所望のステップと列にデバイス名を設定します。 

 

 

①選択    ②設定 

 

 

 

 

 

 

 

［設定例］ 

ｽﾃｯﾌﾟ 制御対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ名 On/Off 条件になるﾃﾞﾊﾞｲｽ名 On/Off  

1      

2 X_Port1StartLoad On Y_Port1RdyToLoad On  

3   Y_Port1RdyLoadLamp On  

4      

5 $DELAY 5    

6 Y_Port1RdyToLoad Off    

 
上の例は、Y_Port1RdyToLoad=Onで、かつ、Y_Port1RdyLoadLamp=Onの状態になったら 

X_Port1StartLoad=Onにし、ｽﾃｯﾌﾟが5に進み、5秒間遅延の後、ｽﾃｯﾌﾟ-6に進みます。 

因みに、通常、条件になる出力ﾃﾞﾊﾞｲｽの制御はEQCONが行ないます。 

（ﾌﾞﾗﾝｸのｽﾃｯﾌﾟは無処理（no operation）となり、次のｽﾃｯﾌﾟに進みます。） 

 

 

 

 

（３）制御コマンドボタン 

制御コマンドの設定は画面左側に配置されている制御ボタンを使って行ないます。 

コマンド名は、制御対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ名の列に設定されます。 

そして、コマンドパラメータはコマンドによって所定の列に設定することになります。 

コマンド名は、大文字で、ボタンの表示名の頭に $ を付けたものになります。 

 

制御対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ名 On/Off 条件になるﾃﾞﾊﾞｲｽ名 On/Off 機 能 

$ALLX On/Off   全入力ﾃﾞﾊﾞｲｽをOn/Offする。 

$ALLY On/Off   全出力ﾃﾞﾊﾞｲｽをOn/Offする。 

$DELAY <t>   <t>秒間遅延します。 

$GOTO <step>   <step>位置に無条件ｼﾞｬﾝﾌﾟします。 

$IFGO <step> <I/Oデバイス名> On/Off <I/O ﾃﾞﾊﾞｲｽ名>のOn/Off条件で<step>ｼﾞｬﾝﾌﾟします

$WAIT  <I/Oデバイス名> On/Off <I/O ﾃﾞﾊﾞｲｽ名>の On/Off 条件になるまで待機しま

す。 

$PAUSE    一旦停止します。 

$CARID <index>   <index>(1～10)のｷｬﾘｱ IDを選択します。 

$SLOTMAP <index>  On/Off <index>のｽﾛｯﾄﾏｯﾌﾟのﾁｪｯｸを変更します。 

$PROCDATA <index> <ﾃﾞｰﾀ値>  <index>(1～7)の値を<ﾃﾞｰﾀ値>にｾｯﾄします。 

(注) <ﾃﾞｰﾀ値>は文字列ﾃﾞｰﾀです。 
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（４）設定操作例 

たとえばプログラムの一部分になりますが、ｽﾃｯﾌﾟ-1から、順に、以下の制御を行なうことにします。 

出力デバイス Y_Port1RdyLoadLamp1 と Y_Port1RdyToLoad が両方とも ON になったら、入力デバイス

X_Port1StartLoadを ON し、10秒間だけDELAYするためのプログラムの操作は次のように行ないます。 

 

①最初に マウスで、現在の入力位置をｽﾃｯﾌﾟ-1の制御対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ名の欄にします。 

 

②制御対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ名 X_PortStartloadを入力デバイス名のコンボボックス上で選択し、入力設定ボタンを 

クリックし、この入力ﾃﾞﾊﾞｲｽ名を現在の入力位置に設定します。 

 

３列目のOn/Off欄にはOnが表示されます。 

③次に、Y_Port1RdyLoadLamp=On が条件になるデバイス名に設定するために設定位置を同じステップの 

条件になるﾃﾞﾊﾞｲｽ欄にし、Y_Port1RdyLoadLampの出力デバイス名としてコンボボックス上で選択し、出

力設定ボタンをクリックします。すると、次のようになります。 

 

④今度は、X_Port1StartLoad=On の条件になるY_Port1RdyToLoad=Onの条件を次のステップ-2に設定 

 します。 

 

  (注)これで、Y_Port1RdLoadLamp=OnとY_Port1RdyToLoad=OnになったらX_Port1StartLoad=On 

        にするためのプログラムの入力が終りました。 

⑤そして、ステップ-3の制御対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ名の位置をクリックし、DELAY ボタンをクリックします。 

 

この後、入力位置が時間地入力位置(３列目)になります。この値 “1”を キー操作で“10” に変えます。 
 

これで例題プログラム入力操作の終了です。 
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５．２ 編集と保存 
 

（１）編集 

編集ボタンブロックを使って操作します。 

 

 

４．１のプログラミング操作の中で、コマンド行の挿入、削除などの編集作業が必要になります。 

 

コマンド行の挿入は、行挿入ボタン、コマンド行の削除は、行削除ボタンのクリックで行ないます。行挿

入ではブランク行が挿入されます。また、行削除では、そのとき選択されているステップのコマンド行を

削除し、後ろのコマンド群を前方向にプルアップします。 

 

この際、＄GOTO, $IFGO コマンドのジャンプ先は、挿入、削除によって変わる可能性がありますが、その

ジャンプ先の調整はシミュレータによって自動的に行われます。 

 

既に作成されているファイルを行の間に挿入したい場合は、ﾌｧｲﾙ挿入ボタンを使用します。この場合の挿

入によって影響を受ける$Go, $IFGOのジャンプ先ステップの調整も自動的に行なわれます。  

  

（２）保存形式と保存 

ファイルボタンブロックのボタンを使用します。 

 

 

画面上にプログラミングされたプログラムをファイルに保存することができます。そして、保存したプロ

グラムを再度開いて使用することができます。 

プログラムファイルは、拡張子.prg で保存されます。 

形式は、プログラム画面の表に表示されているステップ順に、2列目から6列目までのセルの内容をカン

マ切りされて保存されます。 

下に、サンプルを示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

$ALLX,                        Off, ,                             ,    全Input   signal = Off, 

$ALLY,                        Off, ,                             ,    全Output signal = Off, 

$SLEEP,                       3,   ,                             ,    , 

,                             ,    ,                             ,    , 

$CARID,                       1,   ,                             ,    ｷｬﾘｱ ID 先頭(CARID_01), 

,                             ,    ,                             ,    ** ここがLoop の起点, 

X_Port1RdyToLoad,             On,  Y_Port1Rdylamp,               On,  Y_Port1RdyLamp = On 待ち, 

,                             ,    ,                             ,    OnになったらX_Port1StartLoad=On, 

X_Port1StartLoad,             On,  ,                             ,    , 

Y_Port1RdyLoadLamp,           Off, ,                             ,    , 

,                             ,    ,                             ,    , 

$DELAY,                       2,   ,                             ,    , 

,                             ,    ,                             ,    , 

X_Port1Clamped,               On,  ,                             ,    , 

$DELAY,                       4,   ,                             ,    , 

X_Port1StartLoad,             Off, ,                             ,    , 

,                             ,    ,                             ,    , 

$WAIT,                        On,  Y_Port1FoupOpen,              On,  , 

,                             ,    ,                             ,    , 

X_Port1FoupOpened,            On,  ,                             ,    , 

Y_Port1FoupOpen,              Off, ,                             ,    , 
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５．３ シーケンスプログラムの実行と停止 
 

 実行はボタンブロックのボタンをクリックして行ないます。 

 

ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙ  

（１）実行 

実行開始は、画面上の開始したいステップを選択し、実行ボタンのクリックで開始します。 

実行中は、コマンドとコマンドの実行にインターバルをとることができます。ｽﾃｯﾌﾟボタンの右横にある

インターバルコンボボックス（単位は ms）の値を選択して実行します。。このことによって、実行進行状

態を目で追従、確認しながらテストすることができます。 

 

ｽﾃｯﾌﾟボタンを使うとコマンドを1個ずつステップ順に実行できます。 

 

EQCONとの通信が必要なコマンドの実行の条件として、DSH-PLCSimとEQCONとの間でTCP/IP通信接続が確

立していることが必要です。接続しているかどうかの確認は、メニューバーの下のランプで確認できます。 

 

ここの表示が緑色ならば接続中です。 

 

 

 

（２）停止 

プログラムの実行停止は、一旦停止も含め、次の１つのことによって停止します。 

 

①プログラムが終端に達したとき。 

②停止ボタンがクリックされたとき。 

③$PAUSEコマンドに達したとき。 
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６．入出力デバイスの制御プログラムサンプル 

 

 実際のプログラミング操作について簡単な例を挙げて説明します。 

 

６．１ I/Oデバイス定義と制御シーケンス 
 

 この制御例についてはプログラムサンプルであって、制御内容については特に意味はありません。 

 

（１）I/Oデバイスの定義を次のようにします。 

X-addr 入力ﾃﾞﾊﾞｲｽ名 Y-addr 出力ﾃﾞﾊﾞｲｽ名 

0000 X_LoadEnd 0000 Y_LoadStart 

0001 X_MovedSrc 0001 Y_MoveSrc 

0002 X_FoupOpened 0002 Y_OpenFoup 

0003 X_MovedWork 0003 Y_MoveWork 

0004 X_ProcessStarted 0004 Y_StartProcess 

0005 X_ProcessEnd 0005 Y_MoveDst 

0006 X_MovedDst 0006 Y_CloseFoup 

0007 X_FoupClosed 0007 Y_UnloadStart 

0008 X_RdyUnload 0008  

0009 X_UnloadEnd 0009  

 

（２）EQCONとの間の制御シーケンス 

PLC ﾃﾞﾊﾞｲｽのやり取り EQCON 注釈 

  Delay(3) 

X_LoadEnd = ON 

Y_LoadStart = OFF 

  Delay(3) 

X_MovedSrc  = ON 

 

X_FoupOpened = ON 

 

X_MovedWork = ON 

  Delay(5) 

X_ProcessEnd = ON 

  Delay(3) 

X_MovedDst = ON 

 

X_FoupClosed = ON 

X_RdyUnload = ON 

  Delay(3) 

X_UnloadEnd = ON 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Y_LoadStart = ON 

 

 

Y_MoveSrc = ON 

 

Y_OpenFoup = ON 

 

Y_MoveWork = ON 

 

Y_StartProcess = ON 

 

Y_MoveDst = ON 

 

Y_CloseFoup = ON 

 

 

Y_UnloadStart = ON 

 

 

Load開始 

Load完了 

 

Srcへ移動 

同完了 

Foup開 

同完了 

Workへ移動 

同完了 

処理開始 

処理終了 

Dstへ移動 

同完了 

Foup閉 

同完了 

 

Unload開始 

同完了 

 PAUSE 

全入力ﾃﾞﾊﾞｲｽ = OFF 

全出力ﾃﾞﾊﾞｲｽ = OFF 
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６．２ プログラム作成 
 

 プログラム入力操作の前に、以下の準備操作をしてください。 

 

（１）一旦、I/O操作終了ボタンをクリックして、メイン画面を初期状態に戻します。 

 

（２）６．１の（１）のデバイス定義情報を３章で説明した操作によってI/O定義ファイルに保存します。 

このファイル名を sample-1.plsにしてください。 

 

（３）メイン画面に戻り、参照ボタンI/O定義ﾌｧｲﾙ名の選択を sample-1.pls にした上で、I/O操作開始ボタン 

でI/O制御画面にしてください。 

 

（４）次に、SEQ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑボタンのクリックで、シーケンスプログラム画面を表示します。 

そして、新規作成ボタンをクリックしてください。 

５．１．３で説明したプログラム設定操作の方法に従って、６．１の（２）の制御シーケンスのプログラ

ム内容を画面上に設定します。 

全て、入力すると画面は次のようになります。 

 

  
 

（５）画面上でのプログラミングが終ったら、それを別名で保存ボタンをクリックし、sample-1.prgとして保存 

します。（途中で保存しながら入力することを奨めます） 



                                         

25 

６．３ 実行操作 
 

 前節で入力したシーケンスプログラムを実行させます。 

 ここでは、このサンプルプログラムの相手をする EQCON(装置コントローラ)がありませんので、その代わりに出力

デバイスのON/OFF操作をI/O操作画面上でマウスを使ってマニュアルで行なうことにします。 

 

 

 

 

 

 

 

② ON または OFF ﾎﾞﾀﾝを

ｸﾘｯｸします。 

① ON/OFF したいﾃﾞﾊﾞｲｽ名

を選択します。 

Y-addr 0000～0007 まで定義されています。サンプルプログラムでは便宜のため、シーケンスでは、0000

から順に0007までON にしながら進行することになっています。 

（入力側ではプログラムが0000から順にONにセットしていきます。） 

 

（１）まず、マウスで開始位置を ｽﾃｯﾌﾟ-1 にします。（Topに戻るボタンを使うこともできます。） 

 

（２）次に実行ボタンをクリックします。 

これによって、ｽﾃｯﾌﾟ-1の＄WAIT  Y_LoadStart=ONが実行され、Y_LoadStartがONになるのを待機します。 

 

（３）出力デバイス画面のデバイス名コンボボックスから、Y_LoadStartを選択し、ONボタンをクリックします。 

このとき、Y_LoadStartのデバイス番号が = 0000 ですので、そのデバイスに対応した位置が ON表示(○)

になります。 

 

 

 

 

そして、プログラムは Y_LoadStart=ON (○表示)なったので、ｽﾃｯﾌﾟ-2 に進み、$DELAY 3 (3 秒間遅延)を

実行します。 

 

（４）３秒経過後、ｽﾃｯﾌﾟ-3の X_LoadEnd = ON を実行します。入力デバイス側の画面も次のようになります。 

 

 

 

 

 

 

X_LoadEnd のデバイス番号は 0000 です。その位置が ON (○)表示になります。そしてプログラムはｽﾃｯﾌﾟ

-4の$WAIT Y_MoveSrc=ON を待機します。 

 

（５）以下、（３）同様の操作方法で実行を進めます。 

ｽﾃｯﾌﾟ-25に達したら、$PAUSEコマンドで実行が停止します。 

そのときのI/Oデバイスの状態はそれぞれ次のようになります。 
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また、プログラム画面は、ｽﾃｯﾌﾟ-26（$PAUSEの次）が次の実行ステップになります。 

 

  
 

（６）この状態で、実行ボタンをクリックすると$ALLX Off、$ALLY Off を実行した後、ｽﾃｯﾌﾟ-1に分岐します。 

$ALLX Off、$ALLY Off は定義されている全デバイスの状態を Off にするためのコマンドです。 

以下、（３）の操作を繰り返します。 
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７．キャリア ID画面操作とプログラミング 

 

 I/Oデバイス制御開始時、キャリアIDリーダー画面が同時に表示されます。 

 Carrier ID、Slotmap、ProcessDataの３種類の情報が表示される画面があります。 

     

ｷｬﾘｱのｽﾛｯﾄﾏｯﾌﾟをｽﾛｯﾄ番号別にﾁｪｯ

ｸの有無で在荷の印をつけることが

できます。 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｺﾏﾝﾄﾞによってﾁｪｯｸできま

す。 

１番上が選択されたｷｬﾘｱ ID 

  

1,2,..10 が選択される候補のID

であり、ｷｰ入力で変更可です。 

ｷｬﾘｱ ID の上をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸすると

選択できます。 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｺﾏﾝﾄﾞでも選択できます。

S6F11 で報告するﾌﾟﾛｾｽﾃﾞｰﾀなど

を設定します。 

ｷｰ入力またはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｺﾏﾝﾄﾞで内

容を変更できます。 

（１）Carrier ID – キャリアID画面とプログラム 
Carrier IDは仮想キャリアIDリーダの役割をします。 

キャリアID候補のID変更と選択の方法は上図の説明の通りです。 

このキャリアIDは、EQCONから読出し関数を使って読むことができます。 

  UPLC_CarIdRead（）関数を使います。 

また、シミュレータ側では、シーケンスプログラムの中で、$CARID コマンドを使ってキャリアIDの候補

から1個選択し、トップ位置の選択ID位置に表示させることができます。 

    $CARID   <候補番号(1～10)> 

 

 DSH-PLCSim ｼｰｹﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

   $CAIRD  2 

   (例 2番目を選択) 

     

 

EQCON(装置ｺﾝﾄﾛｰﾗ)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

  char buff[64]; 

  UPLC_CarIdRead( buff ); 

   buff内に選択されている 

  ID が返される。 
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（２）スロットマップ画面操作とプログラミング 

先の画面左に説明したとおりですが、２５スロット分のスロットマップ情報についてもプログラムで設定、

読出しすることができます。 

EQCON からは、UPLC_SlotmapRead()関数を使って、一度に２５スロットのウェハーの在荷マップ情報を読

み出すことができます。 

 

シーケンスプログラムにおいては $SLOTMAP コマンドを使ってスロット単位でウェハ有無のチェックを設

定することができます。 

 $SLOTMAP_i    <On/Off>     -iの iがスロット番号1～25になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）プロセスデータ 

ProcessData については、７個の文字列データをキーまたはシーケンスプログラムにより設定できます。

そして、それをEQCONからUPLC_ProcDataRead()関数を使って読み出すことができます。 

 

シーケンスプログラムでは、$PROCDATA コマンドを7個の中の1個に対し、データを設定変更することが

できます。 

  $PROCDATA-i <文字列ﾃﾞｰﾀ>  i番目のﾌﾟﾛｾｽﾃﾞｰﾀに文字列ﾃﾞｰﾀ>を設定 

      (i=1～7) 

 DSH-PLCSim ｼｰｹﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

   $SLOTMAP-1  Off 

      $SLOTMAP-2  On 

         . 

         . 

   

     

EQCON(装置ｺﾝﾄﾛｰﾗ)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

 

 

  int map[25]; 

  UPLC_SlotmapRead( map ); 

   map 配列内にｽ ﾛ ｯ ﾄ順の

On/Off情報が が返される。 

 DSH-PLCSim ｼｰｹﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

 $PROCDATA-2  1234.55 

 (例 2番目のﾃﾞｰﾀを変更) 

     

 

EQCON(装置ｺﾝﾄﾛｰﾗ)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

  char buff[256] 

  UPLC_ProcDataRead( 2, buff ); 

    buff内に2番目のﾌﾟﾛｾｽﾃﾞｰﾀを読み込

  みます。 
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８．その他の操作 

 

 DSH-PLCSimについてここまでまだ説明していないログ画面などの全般的な操作について説明します。 

 

８．１ ログ表示とログファイルについて 
 

 ログ表示は、PLC Operation Log画面（ﾛｸﾞ画面）に行なわれますが、主に以下の操作、デバイス制御情報が表示さ

れます。 

  １．DSH-PLCSimの起動情報 

  ２．I/O制御画面のデバイスOn/Off操作情報 

  ３．シーケンスプログラム実行情報 

  ４．EQCONとの通信関連ログ情報 

 画面に表示された情報は、同時にログファイルの中にもタイムスタンプ付きで記録されます。 

 

８．１．１ 画面のログ表示 
 

 ログ画面に関連する操作として以下のものがあります。 

 

（１）ログ画面へのログメッセージ表示の消去と表示On/Off操作 

 

 

 

メイン画面のツールボタンバーの右端にあるボタンとLogOn/Offコンボボックスを使って行ないます。 

・ﾛｸﾞ消去ボタンをクリックすると、ログﾞ画面に表示されている内容を全て消去します。 

・LogOn/OffコンボボックスのLogOff を選択すると、その後、ログ表示は一切行なわれなくなります。 

 ただし、ログファイルには記録されます。LogOn に戻すと再びログメッセージは表示されます。 

 

８．１．２ ログファイル 
 

 ログ情報は画面に表示されるとともに、ログファイル上にもタイムスタンプ付きで記録されます。 

 タイムスタンプは YY-MM-DD hh:mm:ss の形式です。YY：西暦下２桁、MM:月、DD:日、hh:時、mm:分、ss:秒です。 

  

（１）ログファイル名 

デフォルトのログファイル名はDSHPlcSim.exeが保存されているディレクトリに dshplc.log の名前で作

成されます。 

メインメニューのﾛｸﾞﾌｧｲﾙ名(L)タブのクリックで、名前を付けて保存のダイアログ画面が表示されますの

で、その画面上で、別のログファイル名を指定することができます。 

 

（２）ログファイルのサイズと世代ファイル管理 

ログファイルに際限なくログ情報を書込む訳にいかないので一定の行数に達したら、ひとつ古いファイル

の名前に変えて保存し、正規のファイルを一旦空にし、また先頭から書込むようにします。 

  ログファイルのサイズ   ： 約１００、０００行 

  残しておく過去のファイル ： ３世代 

過去の世代ファイル名には、正規のログファイル名の後ろに “_i”( i=1,2,3 世代番号)を付けて保存しま
す。世代番号は若い番号の方がより新しいファイルになります。 

例えば、正規のファイル名が dshplc.log の場合、dshplc_3.log が最も古い過去のファイルになります。 
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８．２ EQCONとの接続情報の設定 
 

 シミュレータと装置コントローラとの接続と通信は、Ethernetを使ったTCP/IPプロトコルで行ないます。 

 

 装置コントローラ側がサーバーで、シミュレータがクライアントの立場で接続します。対抗でもいいですし、LAN

ネットワークの中での接続も可能です。 

 

Ethernet 

TCP/IP 

EQCON 

装置ｺﾝﾄﾛｰﾗ 

Server 

DSH-PLCSim 

ｼﾐｭﾚｰﾀ 

Client 

  

 

 

 

 

 通信接続情報として、DSH-PLCSimは、EQCONのIP とポート番号が必要になり、EQCON側では、ポート番号が必要に

なります。 

 

 例えば、TCPポート番号が5930で、EQCONのIPが192.168.1.30の場合には、シミュレータ側では、この情報を設

定する必要があります。 

 

（１）DSH-SIMPlcでの通信設定の方法 

メインメニューの通信設定(S)タブのクリックで設定画面を開いて設定することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この画面で、EQCONのIPとポート番号をキー入力して設定ボタンのクリックするだけです。 

 

（２）EQCONとの接続タイミング 

EQCONとの接続は、I/O操作開始ボタンが最初にクリックされたときに行なわれます。 

 

接続が完了すると、I/O操作開始ボタンの右側のみランプが緑色に点灯します。 

 

 

 

同時に接続された旨のメッセージがログ画面に表示されます。 

 

（３）切断のタイミング 

I/O 操作終了ボタンがクリックされたときにEQCON との間の通信を切断します。このとき緑のランプが消

えます。 
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８．３ I/Oデバイス定義画面の文字フォントとセルサイズの変更 
 

 I/Oデバイス定義画面の定義画面上の文字フォント、サイズ、色を変更することができます。 

 また、I/Oデバイス名を設定するセルのサイズも必要に応じて変更することができます。 

 この操作は、I/Oデバイス定義画面が開かれているときだけできます。 

 

（１）フォントの変更設定操作 

メインメニューの表示(E)の中の編集画面のﾌｫﾝﾄ設定(F)をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次のフォント設定画面がポップアップしますので、ここで、望みのフォントを選択し、OKボタンをクリッ

クします。 

 
 

（２）I/O編集画面のCellサイズ設定 

上の表示メニューのI/O編集画面のCell ｻｲｽﾞ設定タブをクリックします。 

 

1 個のデバイス名入力用セルの縦横のサイズをピクセル単位で設定し、確定ボタンで即時画面のセルサイ

ズが変わります。 
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